
 

第 35 回 青少年夏のつどい オーバーナイトハイク全体説明会 報告書 

                       夏のつどい部部長 髙橋裕馬 

 
◇実施日◇ 令和元年 ７月１４日（日）  １３：００～１６：３０ 

柏市青少年センターにて 

司会：谷口 聖（夏つど副部長 豊四季中） 

  

 

 

◇参加者◇ 

 ◎相談員…   １２１名  

◎賛助会…     5 名  

◎行政…      1 名 

◎協力者…     １名 

◎学生ボランティア…１名   

総参加者数…１１４名 

 

１．  大会会長挨拶  中川 早苗（会長 二中） 

皆さん、こんにちは。足元の悪い中今日のこの全体会に参加してくださいまして本当にありがと

うございます。また、連休の中日ですけども貴重な時間、この説明会に送り出してくださったご

家族の方に感謝申し上げます。 

本日は、行政から船越さん、また賛助会から大瀬会長はじめ中川副会長がいらっしゃっておりま

す。いつもご支援ありがとうございます。 

まず、皆さんにお詫びをさせてください。先週第 3 回目の下見がありました。自己判断で出席し

てくださいと決行の判断をしましたが、ほぼ皆様参加くださいました。途中雨の中、富勢東小の

手前で中止を決定させていただきました。皆さんが濡れながら待っている姿を見た時には、なん

てことをしてしまったのだろう…と、判断を間違えたと思いました。雨予報がわかっていたのだ

から中止にするべきだった。皆さんの濡れていた姿が頭から離れませんでした。判断を誤って、

大変申し訳ございませんでした。 

第 35 回青少年夏のつどいオーバーナイトハイクを開催することになりました。35 回です。 

それには 34 回の足跡があります。それは、今日ご臨席いただきました賛助会の先輩方をはじめ

たくさんの先輩方が、その時代にあったやり方で開催してきたからこそ続いてきたイベントだと

思っています。このオーバーナイトハイクは相談員にとって他の市町村に誇れる大イベントだと

思っています。しかし、私一人ではできません。夏のつどい部高橋部長をはじめ部員の皆さんだ



けでもできない、20 期相談員全員の力が必要です。20 期の相談員の皆さんだったら必ずやって

くれる。私はそう信じています。後のことは私に任せてください。参加する子どもたちのために

私たちは 35 歩目の素敵な足跡を残せるよう頑張っていきましょう。 

 

２．来賓挨拶  生涯学習課 船越泰成様 

皆様お疲れ様です。本日生涯学習課高村は急用にて先出のため、同じく生涯学習課の私船越がご

挨拶いたします。 

皆様におかれましては常日頃より青少年の健全育成にご尽力いただき誠にありがとうございます。

オーバーナイトハイクの本番まであと一ヶ月余りとなりました。皆様におかれましては昨年に引

き続きこれまで打ち合わせや参加者の募集、下見など入念な準備をされてきたこと、大変お疲れ

様です。 

また本日は全体説明会ということで、お忙しい中連休の中日にもかかわらずご参加いただきあり

がとうございます。 

さてオーバーナイトハイクにつきましては、私自身も 3 回の下見中 2 回参加させていただきまし

た。最後の下見の 3 回目は残念ながら雨で途中中止になりましたが、本番は必ず天候にも恵まれ、

子どもたちにやりきったという達成感と、物事をやりきったという達成感を是非味わっていただ

きたいです。そのためには市といたしましても全力でサポートして参りますのでよろしくお願い

いたします。 

当日までは、まだ色々な準備を進めなくてはなりませんが、安全で楽しく思い出に残るものにし

ていきましょう。簡単ではございますが、今年のオーバーナイトハイクを無事に成功させるため

皆様方のご協力をお願いしてご挨拶とさせていただきます。 

 

3．責任者紹介…本部・同行・バイク隊・救護車・同乗者・救護・休憩所の責任者の紹介 

 

大会会長  中川 早苗  （二） 

夏のつどい部部長 高橋 裕馬  （富勢） 

本部統括  福原 郁   （三） 

バイク隊リーダー 谷口 聖   （豊四季） 

緊急時対応 神長 幸博  （富勢） 

同行リーダー 兼  グループリーダー A 小野 文義  （柏） 



  〃      B 佐藤 周子  （大津ケ丘）  

  〃      C 綾部 正太郎 （風早）  

救護車責任者 松丸 尚史  （田中） 

本部救護責任者  平川 ルミ  （酒井根） 

休憩所責任者 スタート  高木 祥江  （田中） 

  〃    富勢東 山本 紫織  （中原） 

  〃    市立柏  梅木 奈緒  （土） 

  〃    十余二 北村 香那子 （富勢） 

  〃    ゴール  梅林 明日香 （柏） 

 

 

 

4．概要説明 

☆夏のつどいに向けて…高橋 裕馬 (夏のつどい部部長 富勢中) 

皆さん、こんにちは。本日はお忙しい中、第 35 回オーバーナイトハイク全体説明会にご参加い

ただきまして本当にありがとうございます。そして、常日頃からオーバーナイトハイクに向けて

お力添えをいただいております夏つど部員の皆さん、2 週間に 1 回という非常に多いペースでの

部会となっておりますけれども、嫌な顔ひとつせずご参加いただけていること心より感謝申し上

げます。いつもありがとうございます。僕の方から夏のつどいに向けてということで少しお話を

させていただきます。 

先日、娘からディズニーランドに行きたいと話しをされました。毎年ディズニーランドに行って

いるのに、何で同じところに何回もそんなに行きたいのかな？と気になり調べてみました。 

 

インターネット検索サイトで「ディズニーランド・行きたい理由」で調べてみると色んなサイト

が出てきましたが、その中にすごく面白いサイトがあったので勉強してきました。 

ディズニーランドリピート率、何パーセントか知っていますか？ 実は 90 パーセント以上とい

うことで 100 人行けば 90 人はもう一回行きたいということでした。毎年新しい乗り物ができる

訳ではないのに、何でそんなに行きたいのかな？ 更に調べたのですが、乗り物に乗りたい、パ

レードを見たいというのもありますが、一番の理由はキャストの方が作られる世界観、そしてど

こでもキャストの方が笑顔でいらっしゃる、その空気間に触れることを楽しみにして行かれてい



る方が大多数であるという結果が書かれていました。それを、オーバーナイトハイクに当てはめ

て考えてみたのですが、実際僕たちは何か楽しい乗り物を提供できるわけでもありません。 

松葉中学区の羽野さんいらっしゃいますか？ 羽野さんはディズニーランドの元ダンサーですが、

その羽野さんに休憩所で踊っていただくわけにもいきません。ただ、僕たちが今回参加する生徒

に対してできることと言えば…あたたかい笑顔、そして優しい笑顔で見てあげること。 

子どもたちは参加した意義を感じていただけるのではないかと思います。 

生徒が点呼の時、言うことを聞かない等、イライラすることあると思います。でも、その時に是

非、カリカリして「早くやれよ！」「点呼しろ！」ではなく、心に余裕を持って笑顔で「点呼する

よ♪」「頑張ろうよ！」とお声掛けをいただきたいと思います。 

第 20 期 1 回目になりますので、僕たち運営側も一生懸命準備して参りましたけども、まだまだ

至らない点も多数あるかと思います。その至らない点は、皆さんの笑顔で生徒を癒していただい

て、なんとか乗り越えていきたいなと思っております。 

どうぞ 35 回オーバーナイトハイク皆様のお力添えのもとで成功できるように何とか頑張って参

りたいと思います。どうぞご協力よろしくお願いいたします。 

 

☆ONH の仕組みとタイムスケジュール 

   ＊本部・本部救護・救護車・休憩所・バイク隊・同行から構成 

   ＊スタート受付後、旧そごう前にて集合写真の撮影 

   ＊3 グループ体制 スタート間隔を一時間に設定 

    →A グループ 20：40 B グループ 21：40 C グループ 22：40 

☆同行注意点 

   ＊声掛けの重要性 

→ポール、段差、自転車等に対して また、住宅街での私語注意 

→参加生徒への励まし、また具合・状態を把握するため 

   ＊桜台交差点手前、土手入り口、田中北信号 

→計 3 か所で学区ごとに列をまとめる 

☆救護およびバイク隊について 

   ＊救護車、各グループに最低 1 台 

   ＊バイク隊、各グループに最低 4 台 

    →必ず隊列の後ろから追い抜く動き方 

 

☆しおり・参加賞および配布物について 

＊事前配布…タオル、しおり、健康カード 

保護者の皆様へ(参加生徒のみ)、反射たすき(同行者のみ) 

＊スタート前配布…シリコンバンド、星型キーホルダー 

＊ゴール後配布…完歩パン、ブリックパック 

 



☆各休憩所における注意点 

＊スタート、ゴールおよび休憩所における到着、出発受付の場所 

＊入場退場の動線、トイレ＆更衣室の場所、使用の注意点 

   ＊出発時間のお知らせ（10 分前・5 分前コール） 

   ＊点呼箇所確認 

   ＊ビブスの着用者の説明（救護責任者・赤／救護・緑／GO・青） 

   ＊各休憩所での配布物の確認  

    →富勢東(麦茶)／市立柏(ｽﾎﾟｰﾂﾄﾞﾘﾝｸ)／十余二(希望者のみ) 

      ※どうしても飲めない種類がある場合は対応可 

 

 

☆緊急時の連絡体制および中止判断について 

＊開始前中止（16 時・20 時）、開始後（21 時 30 分）中止のイメージ 

＊学区での連絡網の構築 

   ＊事前連絡（推奨）による、当日の混乱の回避 

 

 

☆確認事項 

 

5．質疑応答 

・富勢東手前の信号の渡し方について 

 

 

5．分科会（担当別打ち合わせ）     

各担当に分かれ、活動内容の説明。連絡先交換。今後の円滑な準備を目指す 

全体会欠席者への資料配布→欠席者への活動内容周知 

 

・同行       小野文義 

・休憩所 A     高木祥江・梅林明日香・梅木奈緒 

・休憩所 B     山本紫織・北村香那子 

・バイク      谷口聖 

・救護車・同乗者  谷口聖・平川ルミ 

・本部・本部救護  福原郁・平川ルミ 

 

 

 

◇16：15  再集合  

 

 

◇16：30  閉会 


